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る　
不　
信　
を　
増　
大　
さ　
せ　
て　
い　
ま　
す　
。　

原　
子　
炉　
を　
安　
全　
に　
保　
管　
す　
る　
た　
め　
の　
今　
後　
の　
詳　
細　
点　
検　
に　
よ　
る　
調　
査　
結　
果　
や　
内　
容　
に　
つ　
い　

て　
徹　
底　
し　
た　
情　
報　
公　
開　
を　
求　
め　
ま　
す　
。　

そ　
し　
て　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
危　
険　
箇　
所　
に　
立　
地　
し　
て　
い　
る　
柏　
崎　
刈　
羽　
原　
発　
を　
廃　
止　
す　
る　
こ　
と　
を　

求　
め　
ま　
す　
。　

（　
や　
な　
ぎ　
だ　
ま　
こ　
と　
　　
ば　
ん　
ど　
う　
き　
く　
え　
／　
た　
ん　
ぽ　
ぽ　
舎　
）　

■
原
発
関
連
た
ん
ぽ
ぽ
舎
の
取
り
組
み
予
定
■

◎
九
月
一
七
日
（
月
・
休
日
）
一
三

〇
〇
〜
一
七

〇
〇

柏
崎
刈
羽
震
災
と
原
発
の
危
険
（
第
五
回
）

会
場

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ
（
地
下
鉄
春
日
駅
、
後
楽
園
駅
す
ぐ
）

講
師

北
岡
逸
人
さ
ん
（
柏
崎
刈
羽
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）　
／　
山
崎
久
隆
さ
ん
（
た
ん
ぽ
ぽ
舎
）

◎
二
六
日
（
水
）
一
八

三
〇
〜
一
九

〇
〇

再
処
理
工
場
い
ら
な
い
市
民
行
動
／
場
所

経
済
産
業
省
別
館
（
原
子
力
安
全
・
保
安
院
前
）

◎
二
八
日
（
金
）
一
八

三
〇
〜
一
九

一
五

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
ヒ
バ
ク
事
故
八
周
年

―
―
大
内
さ
ん
、
篠
原
さ
ん
の
死
を
悼
む
経
産
省
前
追
悼
行
動

場
所

経
済
産
業
省
別
館
（
原
子
力
安
全
・
保
安
院
前
）

◎
三
〇
日
（
日
）
一
三

〇
〇
〜
一
七

〇
〇

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
ヒ
バ
ク
事
故
８
周
年
東
京
圏
行
動
集
会

会
場

全
逓
会
館
九
Ｆ
（
Ｊ
Ｒ
水
道
橋
西
口
よ
り
３
分
）

講
演

★
高
知
県
東
洋
町
・
澤
山
保
太
郎
町
長

★
住
民
被
曝
者
原
告
・
大
泉
恵
子
さ
ん
（
茨
城
県
）

★
柏
崎
刈
羽
か
ら
・
佐
藤
政
幸
さ
ん

資
料
代

一
〇
〇
〇
円
（
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
八
〇
〇
円
）

視
点
・
論
点

⑥

傷
だ
ら
け
の
原
発
は
動
か
す
な
！
―　
―
柏
崎
刈
羽
原
発
を
廃
止
せ
よ
！

柳
田
真
／
坂
東
喜
久
恵

・　
耐　
震　
安　
全　
性　
が　
確　
認　
さ　
れ　
る　
ま　
で　
は　
全　
原　
発　
を　
止　
め　
て　
総　
点　
検　
せ　
よ　
！　

・　
柏　
崎　
刈　
羽　
原　
発　
震　
災　
（　
火　
災　
・　
放　
射　
能　
も　
れ　
・　
ク　
レ　
ー　
ン　
の　
破　
損　
・　
地　
割　
れ　
・　
油　
漏　
れ　
な　

ど　
…　
…　
一　
二　
六　
〇　
件　
以　
上　
の　
故　
障　
）　
を　
く　
り　
返　
す　
な　
！　

・　
原　
子　
炉　
を　
あ　
け　
れ　
ば　
、　
も　
っ　
と　
多　
く　
の　
故　
障　
が　
発　
見　
さ　
れ　
る　
（　
今　
後　
の　
見　
通　
し　
）　。　

・　
傷　
だ　
ら　
け　
の　
原　
発　
を　
動　
か　
す　
な　
！　
　　
廃　
止　
せ　
よ　
！　

新　
潟　
県　
の　
地　
元　
（　
柏　
崎　
市　
・　
刈　
羽　
村　
）　
の　
皆　
さ　
ん　
の　
切　
実　
な　
声　
だ　
！　

七　
月　
一　
六　
日　
発　
生　
し　
た　
新　
潟　
県　
中　
越　
沖　
地　
震　
に　
よ　
り　
、　
柏　
崎　
刈　
羽　
原　
発　
七　
基　
に　
大　
き　
な　
損　

傷　
が　
出　
ま　
し　
た　
。　
い　
か　
に　
マ　
グ　
ニ　
チ　
ュ　
ー　
ド　
六　
・　
八　
の　
中　
程　
度　
の　
地　
震　
（　
大　
地　
震　
で　
は　
な　
い　
）　

で　
も　
直　
下　
に　
近　
い　
場　
所　
で　
起　
こ　
れ　
ば　
被　
害　
が　
大　
き　
く　
な　
る　
の　
は　
当　
然　
で　
す　
。　

東　
京　
電　
力　
は　
今　
回　
の　
地　
震　
が　
「　
想　
定　
外　
」　
と　
言　
っ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
計　
画　
当　
初　
か　
ら　
直　
下　
に　

は　
真　
殿　
坂　
断　
層　
が　
伸　
び　
、　
沿　
岸　
に　
は　
椎　
谷　
断　
層　
が　
あ　
る　
た　
め　
、　
原　
発　
立　
地　
に　
は　
不　
適　
で　
あ　
る　

と　
地　
元　
の　
反　
原　
発　
市　
民　
団　
体　
が　
指　
摘　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
こ　
と　
を　
ご　
ま　
か　
し　
て　
は　
い　
け　
ま　

せ　
ん　
。　
活　
断　
層　
を　
隠　
し　
、　
地　
盤　
を　
強　
固　
と　
言　
い　
張　
り　
、　
建　
設　
費　
を　
安　
く　
仕　
上　
げ　
よ　
う　
と　
し　
た　

こ　
と　
は　
今　
回　
誰　
の　
目　
に　
も　
明　
ら　
か　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

私　
た　
ち　
か　
ら　
見　
れ　
ば　
、　
予　
想　
し　
て　
い　
た　
心　
配　
事　
が　
実　
際　
に　
起　
こ　
っ　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
他　
な　

り　
ま　
せ　
ん　
。　
さ　
ら　
に　
こ　
の　
先　
、　
も　
っ　
と　
大　
き　
な　
地　
震　
が　
発　
生　
す　
る　
こ　
と　
も　
十　
分　
予　
測　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　
被　
害　
内　
容　
は　
現　
在　
わ　
か　
っ　
て　
い　
る　
（　
東　
京　
電　
力　
が　
発　
表　
し　
た　
も　
の　
）　
項　
目　
だ　
け　
で　

も　
一　
二　
〇　
〇　
で　
対　
処　
す　
る　
の　
に　
大　
変　
で　
す　
が　
、　
詳　
細　
点　
検　
で　
す　
ぐ　
判　
明　
し　
た　
天　
井　
ク　
レ　
ー　
ン　

（　
三　
一　
〇　
ト　
ン　
）　
の　
軸　
継　
手　
の　
破　
損　
は　
、　
い　
か　
に　
上　
部　
で　
の　
揺　
れ　
が　
激　
し　
か　
っ　
た　
か　
を　
物　
語　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　
止　
ま　
っ　
て　
い　
る　
時　
で　
あ　
っ　
た　
の　
が　
不　
幸　
中　
の　
幸　
い　
で　
し　
た　
。　
ク　
レ　
ー　
ン　
だ　
け　
で　

も　
今　
後　
詳　
細　
な　
計　
測　
を　
し　
て　
い　
っ　
た　
場　
合　
、　
ど　
れ　
ほ　
ど　
の　
ゆ　
が　
み　
や　
故　
障　
が　
判　
明　
す　
る　
か　
、　

補　
修　
に　
ど　
れ　
ほ　
ど　
か　
か　
る　
の　
か　
（　
管　
理　
区　
域　
内　
で　
）　、　
想　
像　
も　
つ　
き　
ま　
せ　
ん　
。　

ま　
だ　
主　
要　
な　
と　
こ　
ろ　
は　
大　
丈　
夫　
だ　
と　
、　
東　
電　
社　
長　
は　
安　
易　
に　
言　
い　
募　
っ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　

次　
々　
判　
明　
す　
る　
多　
く　
の　
問　
題　
は　
、　
東　
京　
電　
力　
の　
安　
全　
に　
対　
す　
る　
姿　
勢　
と　
、　
情　
報　
内　
容　
に　
対　
す　




